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地域に根ざした食育コンクール2005
赤ちゃんからお年寄りまで、学校・企業・地域で実践する

元気のよい“食育活動”を募集します！

農林水産省　にっぽん食育推進事業

コンクールの趣旨

近年の食生活については、食習慣の乱れや、食料の安定供給、食料資源の浪費など、
多方面に影響をおよぼしています。また、食の安全、消費者の信頼の確保への関心も高
まっています。
このため、国民一人一人が食に関する情報を正しく理解し、望ましい食生活を実践す

るため、食について自ら考え判断する能力を養う「食育」を推進することが重要であり、
赤ちゃんからお年寄りまでを視野に入れた国民的な運動を展開していくことが必要とな
っています。
本コンクールは、このような食を取り巻く状況を踏まえ、地域に根ざした食育の促進

をはかることを目的として実施するものです。
地域、学校、企業・団体、農林漁業等の場で実践されている、地域に根ざした食育を

ひろく全国から募集して、特に優れた実践事例を表彰いたします。

提　唱：農林水産省

主　催：地域に根ざした食育推進協議会・（社）農山漁村文化協会

後　援：文部科学省／厚生労働省
全国知事会／全国市長会／全国町村会／全国都道府県議会議長会／全国市議会
議長会／全国町村議会議長会／（社）日本栄養士会／（社）日本調理師会／
（財）日本食生活協会／（社福）全国社会福祉協議会／（財）全国老人クラブ連
合会／（財）日本学校保健会／日本学校調理師会／全国学校給食会連合会／
（財）あしたの日本を創る協会／日本商工会議所／全国商工会連合会／全国消費
者団体連絡会／日本生活協同組合連合会／（社）農山漁村女性・生活活動支援
協会／全国農業協同組合中央会／全国漁業協同組合連合会／全国森林組合連合
会／（財）都市農山漁村交流活性化機構／都市と農山漁村の共生・対流推進会
議／読売新聞社／日本農業新聞／ＮＨＫほか（予定）

地域に根ざした食育推進協議会事務局
http://www.ruralnet.or.jp/shokuiku/
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1 募集分野と活動内容の例

（1）食食生生活活改改善善分分野野―家庭や地域における食生活改善活動等
以下の「教育」「食品産業」「農林漁業」分野にあてはまらない活動は、
すべてこの分野で応募してください。

（2）教教　　育育　　分分　　野野―幼稚園・保育所・学校・その他教育関係者による食育活動等
生産・加工体験を通じた食育も含みます。

（3）食食品品産産業業分分野野　　―企業・団体等における食育・食情報提供活動等
食品産業以外の企業の食育活動も、すべて食品産業分野にご応募ください。

（4）農農林林漁漁業業分分野野　　―農林漁業関係者による子ども・消費者を対象にした食についての体験的な活動等
※応募者の資格は問いません。個人の応募も歓迎します。1団体1事例の応募を原則とします。
分野については、事務局で変更することもありますのでご了承ください。

2 応募方法
応募用紙に必要事項を記入の上、切り取り、添付書類・写真と同封して事務局宛て送付してください。

3 応募〆切　　　平成17年11月15日（火）…当日必着

4 審査委員（敬称略）

委員長 坂本元子（和洋女子大学副学長）
委　員 阿部裕吉（学校食事研究会事務局長）／遠藤景子（NHK生活食料番組部部長）／鈴木庸裕

（福島大学人間発達文化学類助教授）／長田綏男（（財）食生活情報サービスセンター専務
理事）／原　正俊（（社）日本栄養士会専務理事）／福士千恵子（読売新聞社編集局生活
情報部次長）

5 審査基準
A：創造性、B：実行度・努力度、C：発展性　を勘案して審査します。

6 審査結果の発表

平成17年12月に、下記ホームページで表彰団体を発表します。表彰団体を除いて、個別には審査結果をお
知らせいたしません。

7 表彰（予定）
農林水産大臣賞／農林水産省消費・安全局長賞／地域に根ざした食育推進協議会長賞
※昨年度は、審査委員会奨励賞を含め31事例が表彰されました。受賞者には、副賞が贈呈されます。

8 表彰式
＜開催日＞　平成18年1月15日（日）
＜会　場＞　東京国際フォーラム　東京都千代田区丸の内3－5－1

「ニッポン食育フェア　第三回食育総合展」会場内

9 応募者の特典

受賞事例を紹介する報告冊子を謹呈します。

募　集　要　項

ホームページからの申し込みも受け付けています。
昨年までの食育関連コンクール受賞実践事例も紹介しています。

http://www.ruralnet.or.jp/shokuiku/
問合せ・応募書類送付先：（社）農山漁村文化協会　提携事業センター内

地域に根ざした食育推進協議会　事務局コンクール係
〒107－8668 東京都港区赤坂7－6－1 電話：03－3585－1144 FAX：03－3585－6466

E－mail：info－shoku@mail.ruralnet.or.jp
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地域に根ざした食育コンクール2005
―応　募　用　紙―

1 応募分野の選択（一つを選択してください）

□食生活改善分野　　□教育分野　　□食品産業分野　　□農林漁業分野

2 団体のプロフィール

・名称（個人の場合は、個人と記入してください）
（ ）
・代表者職名・氏名
（ ）
・所在地（〒　　　　　　－　　　　　　　　）
（ ）
・電話（ ）FAX（ ）
・Eメールアドレス
（ ）
・学校の場合、児童・生徒数規模（ ）
・記述担当者職名・氏名　
（ ）
※記述担当者の連絡先が、上記所在地・電話等と異なる場合は下記に記入してください。応募書類・内容に
ついておたずねする場合があります。
・所在地（〒　　　　　　－　　　　　　　　）
（ ）
・電話（ ）FAX（ ）
・Eメールアドレス
（ ）

3 活動の名称（簡潔にお願いします）

（ ）
※特に名称を決めていなければ、テーマやキャッチフレーズも可
・活動の開始年次
（

4 活動の内容

次の項目順に記載願います。①活動を開始した具体的な動機、②目的、③特に工夫したことやねらい、④
実施期日・参加人数・経費、⑤活動の成果と今後の課題、⑥その他について、概ね3,000字程度で記述し
てください。（応募時点で、当年度の活動が完了していない場合は、その旨を明記してください）。
・恐れ入りますが、この応募用紙とは別に、A4サイズの用紙にご記入していただきますようお願いいた
します。（ワープロ等による作成ファイルは、フロッピーディスク等のテキストデータ歓迎）
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5 活動の概略

（「4 活動の内容」の要約を必ず300字以内厳守でご記入ください。（社）農山漁村文化協会が発行する食育関
連雑誌等で紹介させていただきます。）

6 添付書類　　　有り□　　　　　無し□

・活動内容が分かる写真（プリントしたものを歓迎します。枚数は10枚以内）
・活動内容を補足する文書等（任意）
※応募書類・写真及び添付書類は返却できません。必ずコピーをおとりください。
※応募書類・写真及び添付書類は、コンクール関連の媒体資料に使用することを前提とさせていただきます。
※他のコンクールに応募した書類をそのまま使用して応募することはご遠慮ください。
※ビデオテープ・ＤＶＤ等の作品は審査対象とはなりません。

7 コンクール募集を何によって、お知りになりましたか？（複数記入可）

（ ）

8 食育コンクールデータベース登録のお願い

本コンクールの応募文書（応募フォームの3・4・5項、添付の写真も含む）は、食育の実践のための
貴重な資料として、原則として、食育コンクールデータベースに収録し、ＨＰにて公開させていただ
いております。 http://syokunou.net/repo/
□データベース収録を認める
□データベース収録を認めない
□データベース収録を条件つきで認める
（条件：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


